
市内で活躍する「人」・「団体」、市内の「出来事」
などにスポットをあて、ご紹介するコーナーです。

　

５
月
９
日（
水
）、
市
役
所
に
て
都
留
市
と

株
式
会
社
Ｏ
Ｍ
Ｔ
の
間
で『
災
害
時
に
お
け

る
被
害
調
査
の
支
援
に
関
す
る
協
定
』が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
無

人
飛
行
機（
ド
ロ
ー
ン
）に
よ
る
空
撮
調
査
を

実
施
し
、
災
害
の
拡
大
防
止
や
被
害
の
早
期

復
旧
等
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
本
市
で
は
、
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備

え
、
市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
安
全

と
保
護
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
防
災
体
制

の
強
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
、
近
年
多
発
し
て
い
る
土
砂
災
害
等

へ
の
対
応
に
お
い
て
は
、
人
が
近
づ
く
こ
と

が
で
き
な
い
急
傾
斜
地
や
河
川
な
ど
の
上
空

で
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
空
撮
を
実
施
し
、

災
害
現
場
を
映
像
で
確
認
す
る
と
共
に
、
図

面
作
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
早
期
の
復
旧

対
策
が
立
て
ら
れ
ま
す
の
で
、『
地
域
住
民

の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
』に
大
き
く
寄
与

す
る
大
変
心
強
い
協
定
と
な
り
ま
し
た
。

『災害時における被害調査の支援に関する協定』を締結しました！

　

三
枝
泰
清
さ
ん
が
、
平
成
30
年
春
の
叙
勲

で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
、
そ
の
報
告
が

５
月
14
日（
月
）、
市
長
公
室
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

三
枝
さ
ん
は
都
留
第
二
中
学
校
長
と
し

て
、
教
え
込
む
教
育
か
ら
、
自
ら
課
題
を
見

つ
け
、
自
ら
考
え
る
教
育
へ
と
転
換
を
図
る

と
と
も
に
、『
ゆ
と
り
』の
中
で『
生
き
る
力
』

を
育
成
す
る
教
育
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
退
職
後
も
都
留
市
教
育
委
員
会

委
員
長
を
務
め
、
本
市
の
学
校
教
育
、
社

会
教
育
、
地
域
教
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

三
枝
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！
今
後
も
市
の
発
展
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

県民緑化まつりが開催されました！
　

5
月
12
日（
土
）、
山
梨
県
・（
公
財
）山
梨

県
緑
化
推
進
機
構
・
都
留
市
の
主
催
に
よ
り
、

『
県
民
緑
化
ま
つ
り
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
民
緑
化
ま
つ
り
は
、
県
民
の
緑
化
意
識

の
醸
成
及
び
緑
豊
か
な
県
土
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
、
県
内
各
地
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
本
年
度
は
、
つ
る
倫
理

法
人
会
、
都
留
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
都
留

市
緑
化
推
進
会
議
に
よ
り
毎
年
4
月
に
行
わ

れ
て
い
る『
桜
の
名
所
づ
く
り
事
業
』と
の
合

同
事
業
と
し
て
、
記
念
式
典
及
び
植
樹
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
都
留

緑
の
少
女
隊
に
よ
る『
歓
迎
の
こ
と
ば
』『
緑

づ
く
り
宣
言
』が
行
わ
れ
、
植
樹
活
動
で
は
、

楽
山
球
場
内
に
県
知
事
、
都
留
市
長
、
県
議

会
議
長
、
県
議
会
議
員
に
よ
り
桜
と
ツ
ツ
ジ

の
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
楽
山
風
致
公
園
に

は
県
内
緑
化
団
体
総
勢
３
０
０
名
に
よ
り

３
０
０
本
の
桜
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■つる大使で女優の白須
慶子さんや子どもたちも
植樹を行いました。

三枝泰清さんが春の叙勲で瑞宝双光章を受章されました！

　

５
月
13
日（
日
）、
谷
村
第
一
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
第
30

回
風
の
子
興
譲
館『
わ
ん
ぱ
く
相
撲 

つ
る
場
所
』が
都
留
青
年

会
議
所
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
子
ど
も

達
が
勝
負
に
真
剣
に
挑
み
、
勝
つ
喜
び
、
負
け
る
悔
し
さ
を
身

体
で
感
じ
て
い
け
れ
ば
と
い
う
思
い
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
幼
児
の
部
か
ら
小
学
校
各
学
年
に
分
か
れ
26
名
が

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
に
対
戦
し
ま
し
た
。
各
取
組
が
お
こ
な
わ

れ
る
と
、
順
番
を
待
っ
て
い
る
子
ど
も
達
や
応
援
に
訪
れ
た
家

族
か
ら
声
援
が
送
ら
れ
、
出
場
し
た
子
ど
も
達
は
、
張
り
切
っ

て
土
俵
に
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

（
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
敬
称
略
）

各
部
門
横
綱

幼
児
の
部　

堀
内　

泰た
い
か克

一
年
生
の
部　

金
子　

藍ら
ん

二
年
生
の
部　

杉
田　

拳け
ん
し
ろ
う

至
郎

三
年
生
の
部　

野
澤　

皇お
う
た太

四
年
生
の
部　

田
村　

紫し

ま雅

五
年
生
の
部　

原
田　

丈と
も
き生

六
年
生
の
部　

堀
内　

悠ゆ
う
ま真

第30回　『わんぱく相撲 つる場所』が開催されました！

Ｈ30.5.1 現在
　男　 14,974 人  （＋62）
　女　 15,692人  （＋156）
　計　 30,666人  （＋218）
世帯数 13,023 世帯（＋218)
※（　）内数字は、前月比

都留市の人口

わたくしたち都留市民は
　○健康で明るいまちにいたします。
　○自然を愛し、美しいまちをつくります。
　○文化都市にふさわしい豊かなまちを築きます。
　○たのしく働き、活気ある産業のまちに育てます。
　○たがいに信じ、協力し、平和なまちをつくります。

都留市民憲章６月の納税

市県民税
（第１期・全期）

田原の滝公園が完成しました！

■子ども達は声援に励まされ一生懸命がんばっていました。取組後は青年会議所によるちゃんこなどが振るまわれ、皆さんお
いしそうに食べていました。各部門優勝者（4、5、6 年生）は 7 月29 日（日）におこなわれる両国国技館での全国大会に出場します。

　
『
富
士
の
国
や
ま
な
し
観
光
振
興
施
設
整

備
補
助
金
』を
活
用
し
、
景
勝
地
で
あ
る
田

原
の
滝
に
隣
接
す
る
市
有
地
に
、『
十
日
市

場
・
夏
狩
湧
水
群
』散
策
ル
ー
ト
の
出
発
拠

点
と
な
る
駐
車
場
機
能
を
補
完
し
た
公
園
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

公
園
に
は
、
平
成
の
名
水
百
選
に
選
ば
れ

た『
十
日
市
場
・
夏
狩
湧
水
群
』の
湧
水
を
利

用
し
た
水
の
オ
ブ
ジ
ェ
や
外
国
語（
英
語
）に

対
応
し
た
案
内
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
観
光
資
源
の
一
つ
で
も
あ
る
豊

か
で
清
ら
か
な
富
士
山
湧
水
の
魅
力
を
広

く
発
信
し
、
観
光
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
！
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